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あ
る
こ
と
を
認
政
J

な

ザ

J

、、

ふ
U

レ

y
r汁
J

、
司
辻
の
代
点
以
締
役
L

波
打
f
J
る
J
hつ
的
く
況
主
か
げ
八

vi
の
代
支
取
締
役
就
任
役
引
J

ヘLL
子、

μ

て
J
1
計
心
長
主
繰
り

2

行
キ
一
自
民
ブ
Q

子、

onpρ

代
去
取
v
h
q
J
f
読
め
、
そ
の
八
モ
林
（
A
〈
を
保
付
f
J
J
Q
文
刊
か
っ
融
資
を
号
汁

V
ょ
に
お
い
て
こ
の
投
資
に
係

ァ

↑

一

ム

J

、

古
川
JP
刻一

1
－

る
情
務
七
J

深一
A
A一三今、人よノ桁ー小
L
た
y

い
－
の
で
あ
る
〈
ー
し
て
、
V

入
門
は
、

τ
什
ぺ
ω
九
万
ル

f

の
間
出
会
汁
v（
あ
る
P

も
か
ひ
オ
っ
す
、
利

E
制
限
叶
比
一
町
疋
の
制
限
利
三
引
い
l

凶
7
2「
同
利
で
令
「
日
を
2
1
u
Tけ
、
と
れ
を
Y
二
山
川
内
珂
き

1
、
い
る
〉
J
λ

、
Y
J
悼
の
了
己
拝
台
休
制
の
R

に

ムの
J
f
、一円円、

ー
が
、
本
叶
川
山
木
弘
刊
で
れ
！
γ
」
締
桁
し
た
…
μ後
二
弁
口
作
、
士
之
机
談

Y
が
ニ
れ
を
但
む
こ
〆
ぐ
は
事
実
上
同
様
↑
よ
カ
つ
七
と
い
v
h

つ
は
か
な
ノ
＼

し
、
代
式
市
似
品
役
を
γ川吋
L
た
い
日
の
通
知
3
一
応
刊
し
て
屯
る
の
も
、
上
↓
一
千
U

一
「
な
事
態
に
一
回
目
出
し
に
の
、
」
〈
γょ
の
る
」
み
る
こ
v
＼
U
F
Jざ
る

以
ー
に
羽
小
、
～
乙
こ
γ

勺
士
総
八
い
ず
る
こ
、

xu引いい
Y
に
jrイ
ノ
市
奈
川
治
咋
昨
日
心
頭
在
日
清
荒
は
、

J
M止
が
川
川
に
平
J
穴

kpmv
しr
Jて
し
一
令
状
叫
仙
の
J

二一寸）一
1
1

i
j
L
一

A
ク
ル
マ
イ
ノ
に
医
す
る
ん
介
い
江
川
Y
J
が
い
っ
玉
栄
活
動
か
ら
経
m

船
出
契
約
等
わ
再
佳
必
引
に
法
っ
き
踏
出
や
尋
の
れ
け
で
信
長
に
収
へ

ゐゲ一江
τ一」い’
hf

L

J

J

、
が
す
引
の
同
川
同
日
辻
訂
作
山
、
夫
以
掃
の
は
に
抗
乏
し
た
y

人目、
J
へ
住
ざ
に
問
す
7
1登
用
主
三
日
｝
ん
と
』
i

J

J

J

れ
て
い
h
h
u

いし非

ロール川引の

l
で
針
駁
も
ι日
J
L
fい
の
以
な
る
従
来
口
円
仁
川
中
1

い
守
一
時
に
忠
コ
ム
プ

Y
だ
け
に
川
辻
の
平
4

十
芝
山
動
に
ニ
る
損
失
三
只
山
川
一
エ
乞
～
一
4
y
G

も
の
こ
い
z
J
ざ
る
を
引
J
J
q
、
、
小
川
汁
の
代
表
尽
締
役
に
抗
μ
ー
し
た
斗
時
の
川
仕
刀
J
日
立
状
J
川
、
就
江
市
川
J

沖
母
、

五
斗
河
口
同
叫
い
に
け
刈
す
る
金
同
九
首

μ
山山ノ－
uzλ
利川、

Y
は
本
件
以
証
契
約
日
締
結
な
机
h
L
一
｝
と
が
宇
実
上
川
性
な
iv
川
崎
に
あ
η

た
こ
と
な
ど
ノ
〆
一
戸
別
寺
山
…
す
③
〆
＼
持
山
門
け
ト
ザ
円
に
J
A

」た

り
計
三
、
れ
な
い
色
り
と
い
大
主
一
よ
ヴ
Q

P

U
輔
が
1
d
H
Z
一
一
る
飽
の
宇
ハ
ー
へ
主
与
恵
三
、
J
b
、
こ
リ
判
山
川
は
た
4

A
一
れ
た
し
v
f

竹
内
行
え
決
判
官
は
、

主
グ
ル
ー
プ
の
店
引
い
ん
川
ピ
f
h
γ

ス
シ
ス
テ
ム

μ体
一
モ
ボ
半
と
号
、
v／
プ

ω
べ
主
て
は
尽
く
、

D
C
ス一
r
ム
心
不
当
刊
を
計

慌
に
X
社
C
1
ヘ
心
い
ほ
訓
債
務
の
］
明
日
々
請
求
が
枠
刊
幻
位
月
に
当
て
る
も
は
い
え
汗
い
が
、
経
営
に
問
ず
る
裁
量

υ
ほ
と

ωど
り
ゆ
く
、
川
代
以
外
注
目

く
れ
与
の
一
一
な
令
従
主
ハ
〈
に
等
1

）t
v
f
v
鳩
山
あ
0
1
μ
一
げ
に
J
辻
の
事
業
ザ
問
。
慣
牛
i

へのれ（川
V
E求
め
C
L
A》
〉
百
ホ
ざ
る
を
得
ず
、
v

：
、
：

て

1
1
山μJF山川川
1
山

U
7
rハ
ん
け
の
お
十
T

小
川
ぷ
困
L

甘
か
で
あ
J

た
こ
♂
〕
、

X
行
が
j
円
に
利
目
制
限
法
町
定
の
制
限
引
訴
事
L

出れる
Z
1

同
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よ
る
己
付
吉
行
J

一
二
い
る
こ
／
比
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司
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品
か

t
l
J五
H
V立
法
務
の
JJ－
豆
沼
郡
点
品
川
刊
の
社
同
に
ノ
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た
る
一
ニ
旬
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A
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｛
研
究
］へ
ー
判
決
刀
〕
半
去
と
同
町

4
2町
在

十
九

1
リ
ー
へ
中
点
、

；
1
1
l
r
 
ヤ
ル

l
ブ
公
社
到
の
公
代
t

つ
い
て
川
ロ
ア
チ
辻
勾
代
友
以
ペ
肌
投
y
v
h副
か
J

ー
と
い
う
什
イ
沫
な
事
業
に
コ
い
て
で
な
め
る
ペ
J

、
保

汁
情
棋
の
属
山
／
’
請
求
が
権
利
の
お
川
市
に
あ
た
り
許
さ
れ
な
い
と
す
る
魚
川
投
判
刊
に
刻
一
f
到
え
た
で
、
人
務
」
土
4

義
〆
L

ナ
J

る

本
件
ー
の
事
事
JY
、
く
し
汁
担
μ

に
す
る
y

、
山
会
付
の
代
表
取
舵
仙
川
ん
が
、

r
J〆ん
E
仕
の
資
ヘ
1
悦
り
が
行
き
詰
ま
コ
た
に
め
に
初
日
人
れ
や
行
勺
て
、
①
一
位
u

一
ん
保
一
刊
か
し
ム
宇
奈
て
も
る
が
、
乙
の
一
J

－
リ
場
ム
に
謀
刊
債
務
の
同
刊
行
：
川
求
生
内
定
し
た
木
判
決
が
、
従
米
の
U
A訓
人
深
若
乃
一
向
了
。
裁
判
例

m
u
y円
れ
に
ン
の

4
フ
に
立
主
づ
け
J

－h
L一
か
は
、
ぺ
ω
、
ご
っ
わ
い
問
題
C
あ
る
戸
二
一

る
町
内
に
υ
ワ一府一山
l
一f
予
告
一
一
三
一
竹
下
山
引
い
沃
の
引
m
h
r
囚
～
を
ど
も
え
る
よ
マ
一
立
ち
問
題
f
一、ふる

そ
し
て
、
海
祉
約
務

ω
履
行
詰
ぷ
の
枠
利
川
市
民
性
一
川
判
附
す

川A
一
引
人
刀
法
治
に
州
内
寸
る
従
長
日
民
間
J

例
心
流
れ
に
お
じ
る
木
判
L

山
内
刊
出
つ
作

対一司一
H
F
A
m
d
J
m
ポ
設
に
お
寸
る
従
来
力
試
判
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ケ
一
治
ど
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i

い
う
乙
、
児
証
人
に
乙
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一
沢
測
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一
ソ
ス
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淀
川
口
F
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却
l
、
か
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涼
計
人
を
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七
、
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、
て
を
一
－
、
℃

t

t

l

寸
肌
M
F
斗
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M

L

F
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、

円
べ
刊
一
円
一
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に
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い
て
、
保
正
九
が
三
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世
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に
人
は
ん
か
あ
る
、
口
「
じ
て
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一
品
ぃ
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人約
J
P
締
約
し
た
か
、
し
み
正
契
約
締
結
叫
に
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ヱ
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務
〆
ん
け
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句
資
力
士
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川
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に
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、
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－
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仏
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什
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心
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J
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司
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さ
れ
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及
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生
J

V
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1
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京
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れ
き
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打
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川
仇
r
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ノ
げ
る
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、
長
副
い
児
約
締
結
伐
に
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町
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組
ず
る
な
と
L
て
摂
約
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締
結
吟
と
事
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が
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化
J
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」

1
y

と
い
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＼
－
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1
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寸
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化
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か
、

k
証
人
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山
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r
h
J
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を
刊
叫
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し
て
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な
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方
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が
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た
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し
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人

t
h
n
J
V

〆
よ
｝
…
川
、
」
、
有
一
ナ
バ
川
J

よめ
r

に

λ
ザ

d
E
へい
hJ

一
一
一
務
音
会
辻
れ
代
表
取
締
伐
f

よ
れ
る
二
こ
は
一
刷
持
」
〉

Z
、

E
カ
子
別
川
長
生

山
点
で
山
内
締
は
わ
い
弘
人
ゴ
伐
の
地
一
一
に
あ
る
当
日

k
際
に
は
5

憧
務
汁
九
九
祉
の
組
合
に
た
与
し
て

人々
甘ハ片汁つけスツヘ十日川山川〈
l

p

ぜか

tJ均
台
に
は
、
名
川
円
j

わ
で
あ
む
と
さ
れ
、

H
H結
滞
日
壮
大
に
剤
一
ユ
匂
J

仁
川
rH
山
花
性
が
十
れ
で
T
E
れ
き
｝
L

主
た
、

一
（

J
J
〈

J

ハい
4
4川町

後
に
uh引出！への
UK14に川河

1
Q裁
判
的
刀
ト
人
半
か
出
め
た
有
工

u
l
、
山
岨
で
は
、
保
副
長
約
締
約
同
に
一
ぬ
け
る
州
ド
ム
ロ
ー
ン
長
い
る
に
る
保
証

人
心
苦
思
以
｛
七
日
い
日
刊
す
る
伝
±
が
山
怖
い
と
京
つ
ム
ニ
「
な
わ
弘
、
収
2W副
の
内
容
や
椋
兵
相
幻
古
川
味
、
川
佐
川
竹
一
背
仰
の
よ
け
ん
主
す
か
L
i分
げ
詑
凶
わ

7

に
一
「
刊
の
也
灯
、
イ
の
特
定
似
祉
だ
L
T
U
信
さ
昨
三
一
同
組
幻
恒
万
一
泊
勾
杭
保
副
契
約
ぢ
桁
結
さ
什
一
J

乙
E
ポ
問
視
L

な
り

μ一J
ぃ
位
、
約
心
効
h

ぷ
存
え

主
任
が
制
限
さ
れ
に
り

L
h
J
［
、
弘
山
疋
huふ
祉
の
争
議
一
に
あ
匂
木
川
に
松
栄
ー
へ
の
川
北
誇
h
w
h
ベ
千
日
比
交
当
ー
な
い
t

こ
れ
ら
の
従
米
心
裁
判
例
ば
、
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託
ヘ
出
身
が
深
刊
訂
人
約
～
主
っ
て
出
、
プ
ヌ
け
＋
～
ζ

は
必
J

ず
し
も
？
ん
な
い
、

十
測
の
」
じ
よ
仙
川
市
若
心
氷
山
五

刀
リ
ヌ
ク
ヤ
一
一
不
測
の
L

保
証
責
任
の
い
払
ん
か
り
、
弘
司
へ
ん
ι川副議
L
一
与
に
ん
じ

f
こ
で
は
栄
丸
ヘ
が
ψ

一
該
主
怖
い
を
知
ら
な
い
、
ふ
」
は
、
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U

出
ョ
ロ
い
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こ
川
川
刑
制
叫
に
か
士
A
V

心
］
ら
千
円
F
F
川
市
刈
の
什
円
い
ノ
ヘ
礼
4
A
f
」
ノ
引
い
、
保
副
主
約
の
川
内
心
l
j
村
心
九
代
々
状
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d
熟
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と
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ァ
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は
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日
間
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かにつ川
14詩

XF
れバベ一
h

r

し
て
が
一
て
、
ド
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は
き
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の
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判
切
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／
三
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よ
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て
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m
l
「計九
4
A
f
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9
る
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坑
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と
ノ
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r

刊
U
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↓、υ析

木
川
決
は
、
弘
北
三
務
川
ソ
屈
は
／
h
1
2
河
台
工
低
利
心
泣
別
に
片
山
つ
い
て
f

主
主
ヨ
る
て
／
｝
に
よ

て保一
1
1へ
ん
と
保
護
し
す
が
、
宗
万
人
会

ト
川
叫
川
リ

不
利
ヰ
か
っ
完
投
す
プ
ゾ
こ
コ
ニ
ー
以
を
お
い
ム
J

も
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で
は
な
い
よ
う
と
乱
。
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そ
も
と
よ
J

主
判
決
の
l

士
、
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銀
行
に
対
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ブ
ヱ
パ
リ
汁
れ
一
貸
金
宮
税

や
一
で
つ
な
公
刊
の
斗
外
的
債
務
に
い
一
、
た
辻
町
、
失
言
斗
「
引
？
と
～
手
奈
の
一
寸
7
に
、
従
仁
子
ど
が
ん
判
例
に
現
れ
J
J
h
川
崎
川
一
－
ば
専
な
っ
て
い
令
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で
は
、
宇
判
決
は
い
併
な
る
ー
ー
に
者
J

〕
た
の
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ム
つ
7
か
ー
そ
れ
五
桝
〈
吋
躍
は
、
情
F

唱
者
「
X
パL
）
と
、
ヱ

f
務
百
一
J
什
J

が
川

U
グ
ル
ー
プ

会
州
一
主
グ
ル

1
／
）
に
い
明
：
い
主
パ
ピ
あ
る
に
料
引
い
山
れ
い
の
当
事
者
代
あ
る
X
什
J
A
O－と

Y
と
の
閣
係
に
右
日
ヶ
る
だ
け
で
は
、
協
に
、

j
仕
円
安
付
十
行
J

ぺ
て
Y
℃
伝
江
U

史
的
ど
符
＃
ど
ん
に
ず
さ
な
い

X
引
は
、
本
件
ね
証
い
山
人
約
げ

I
二
、
利
足
制
限
法
J

岳
民
心
士
「
円
引
可
作
丈
い
る
に

FJザ一
J

ザ
市
二
に
、
］
辻
〉

X
引
も
は
世
間
げ
は
独
f
v
L
～
別
法
人
で
め
り
、
］
仕
の
代
ア
一
山
市
締
役
て
あ
る
U
I

は
X
仕
の
従
業
員
で
め
る
わ
日
で

な
い
た
め
、
保
副
z
八
ヘ
Y
J
か
」
特
別
に
ぼ
設
ず
べ
き
北
品
ば
出
て
二
日
ト
叩
〈
つ
で
あ
令
c

よ
れ
行
、
原
等
は
、

j
祉
の
法
人
的
m
p
恥
炭
化
及
び
佐
町
む
ふ
門
｛
t

L

X
社ムヨハ
H
L九
円
九
グ
ル

f

卦
社

j
什
と
が
れ
ア

chj別
八
慌
で
μ
わ
る

,er, Y、dどj) oC (G 24むj キJ284[2υ1 '. 3、



活f こ
用い
；生

く
た
件
宗
主
川
町
／
約
心
公
不
良
俗
述
ー
は
注

条

項

F
h
止
Z
J札

一
兆
一
－
条
）
、
町
日
f
T【

ι明
治
以
行
十
月
求
の
行
川
↑
需
品
述
は
注
）

夫
一
羽
）
芝
、
保
証
契
約
締
結
心
経
絞
や
大
内
ヌ
ッ

l
ワ
ケ
〆
ス
テ
ム
一
－
そ
の
up安

川

弓
f

－
hz
、
｝
い
〆
た
恒

z
yア
仲
間

Y
こ
に
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判
断
コ
ヘ

J

ず
れ
も
f
m
E
K
T
v
た
J

｝
れ
に
川
引
二
三
段
」
4
h茂
は
、
託
事
と
は
門
司
な
り
、

A
ク
レ
ー
プ
存
引
の
資
本
羽
係
人
出
刈
係
円
一
一
ず
が
刊
さ
か
」
れ
長
に
、

X
円、

i
ー
辻
及
び
ミ

心
A
グ

ル

y

に
、
に
い
る
笠
宮
ゴ
げ
か
」
主
促
J

て
、
上
小
川
竹
保
訓
情
砧
刊
の
惇
戸
旧
ボ
の
F
T
小川
P

松
司
〆
一
～
ハ
り
ど
の
な
？
で
、

主
判
J
L
馬
〆
、
ー
社
h
y

つ
の
雄
主
な
以
入
娃
ぽ
体
制
う
」
染
い
こ
い
る
九
グ
ル
ァ
ヱ
討
を
本
件
仇
訓
告
仰
の
い
み
ザ
ム
的
債
権
ぃ
色
〉
捉
え
7

L

い
ム
匂
亡
ま
た
、

y
i
z
－
－
辻
刀
単

な
る
従
業
丹
、
ご
等
し
い
止
均
」
に
あ
る
と
一
ノ
る
竹
も
、
こ
こ
で
い
取
z

同
裁
ペ
J

同
店
杭
」
る
の
は
、
同
γ
に
Y
か
了
什

hNJ
る
ら
し
台
や
去
五
桝
旬
、
し
致

L
守
一
一
句
も
に
な
い
よ
〆
ミ
ー
け
で
は
に
く
れ
一
し
う
Y
の
或
F
L

を
制
限
し
＼
い
る
作
い
か
1
グ
凡
ワ
の
代
主
で
あ
り
主
怜
心
日
生
収
結
党
で
よ
ー
の
る

作

U
M
m
v
L
M
判一

B
三
｛
ム
あ
ん
、
こ
ニ
、
地
ハ
」
口
寸
ノ
プ
ω
γ
F
V
A
グ
ル

y

な
い
し
B
コ

心
持
引
に
版
止
し
め
ら
れ
て
い
ヲ
L

」
で
あ
る
と
回
L

わ
れ
る
ィ

Y
U
代
表
取
締
没
就
任
品
「
d

」
4
3
Q
Tい
れ
心
軒
下
状
況
、
材
午
ihr
存
伴
、
人
vj
只
日
付
の
条
汁
、

そ
心
一
沢
市
川
、

、ι4
予
知
一
目
huλ

引
い
か
可
T
h
u

一n
る
こ
と
が

事
主
i
以
叶
ぱ
一
げ
持
に
お
一
九
一
」
～
り
に
と
い
う
事
情
は
、
本
山
門
況
が
な
ど
を
む
芳
忠
明
る
と

乙
k

止
ヘ
戸
、
J
ヲ

m
v
v
h
λ
J
士、ナヤ叫バ
1

明、、。件川同山川市
υ

ず
る
木
町
伐
と

M
1
4汀
日
の
凶
志
向
抗
判
決
孟
害
考
判
例
｝
｝

雫
L
M
て
ム
一
心
月
、
主
）
、
仕
泌
さ
｛
河
一

の
〆
J

府川悦甲
F
r

去
に
町
九
1
v

て
人
て
も
、

H
Y
A
J
一L
Fヘ川ふ

山一心
J

山
市
ム
パ
ド
デ
両
日
日
寸
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
な
利
引
佐
討
を
仇
た
つ
円
る
荒
川
吋
ヤ
へ
の
畏
J
ヘ
で
は
い
ハ
よ
う
に
三
わ
れ
る
つ

の
よ
ろ
に
考
え
る
！
＼
十
九
判
礼
は
、

J
吐
か
〉
の
惇
主
江
川
仏
人
依
お
丸
山
市
γ
ぺ
fJf、
ι；
＼
］
ら
い
性
竹
判
I
F
宇
一
）
た
え
グ
ル
i

／

へ
ム
ト
、
〆

f
L
9
l、

E
F
凸
牙
中
川
市
M
h
A員
氾
J
J
P

、
p
！
ス
ク
と
あ
る
T
什
の
経
常
！
の
損
に
の
ん
を
、
ー
リ
の

15tι
締
伐
の
泊
い
に
あ
令
も
の
の
怪
堂
及
出
の
始
と

な
い
主
に
、
川
内
証
沼
絡
の
い
停
泊
請
求
、
い
う
w
M
4
L
h
凶
は
す
る
こ
と
ど
持
刊
の
税
同
と
判
阪
f
L
I
〈
正
肝
4
る
I
J
H
1
J
i

炊
で
た
る
ω

少
泣
く
J

勺、

いい附託
t
へ
ぶ
主
特
務
γ
句
会
吐
口
川
町
営
者
て
あ
る
b
h
れ
山
川
H

U
者

；
d
l
m代
友
取
給
役
、
伴
に
よ
古
川
、
情
義
的
い
い
訂
人
心
寺
〆
で
あ
り
ぬ
か
一
三
三
別
＼

ア
一
一
心
苅
羽
化
｛
U
λ
h
J
レ

Jμ
一
乱
人
の
い
J
り
ま
れ
t
fど判断一一
Jfu
こ
し
は
、

Lq件
の
ょ
っ
ノ
な
字
引
き
ょ
h
、
か
え
ゥ
、
事
心
一
平
日
チ
ロ
UL
史

5
1
る
山
川
ふ
れ
川

ゅの

Q
P
本
問
山
日
保
副
怯
務
腹
立
問
中
小
の
枠
利
品
店
什
ぞ
判
断
J
J

一
～
時
山
山
川
、

1
社ム
U
事
立
停
止
J
J
、
記
祉
人
の
い
回
一
夜
廿
刈
「
る
京
出
が
山
す
ギ
た
よ

＂°）〆

不
日
能
と
は
コ
た
品
川
－

Z
的
る
引
、
博
利
の
品
店
？
υ円
高
づ
げ
に
半
一
情
は
、
時
計
製
刈

h
結
心
時
日
シ
寸
J

で
に
い
戸
在
L
て
い
て
い

）
」
幻
」
ヘ
川
市
以
下
ム
ペ

聞
論
的
ご
比
三

vr、
安
約
の
有
効
性
が
問
わ
れ
得
。
。
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判例＇＇JI究

万
件
に
お
心
一
よ
山
、
仏
社
長
約
締
結
時
に
Y
点
世
／
「
で
封
殺
が
斗
τほ
ど
、
代
表
収
品
役
就
伴
壮
び
刊
す
i

一五引
γ
一
ぇ
円
が
y

↑川品川中りふ
J

で
あ
い
J

、
代
表
以
前
日
同

比
比
い
時
に

T
汁
山
川
円
山
作
公
民
べ
が
す
て
に
品
化
L
て
、
L
t
ご
に
乃
り
、
そ
の
封
一
川
町
川
守
尚
一
い
菅
川
叶
十
4
Q
d
k

、
前

ur
併
設
相
経
験
に
古
K
J
J
て
不
斗

の
利
γ

甘か
L

得
る
’
’
為
主
月
刈
（
九
（
）
長
と
寸
る
わ
伊
統
的
な
米
利
ノ
イ
J

有ザ－

A
め
、
J
V
U
J
h

つ
で
も
る
c

ま
た
、

え
一

京
日
」
れ
ば
、
戸
市
古
吋
わ
た
h

採
用

t
k
よかっ

A

N

N

J

l

プ
と
三
と
川
堤
少
丸
山
係
に

経
営
呂
が
定
詰
的
収
忙
し
ら
刊
市
三
三
十
山
下
山
J
］
が
包
円
相
一
戸
、
へ
き
容
へ
一
J
1
4
叶
人
J

U

4
収
小
花
心

裁定

判険付j をご
の被
よ用

ラ音
戸 llγ 

る
渥 ］，
手記 ス
的ナ

＇＂＇ス刊に
♂〕巾7で

干＇I阪
府？
；る
上「
ると
イ百ー を

「引に

ほ主
i¥'! ~i 

c 

J

一、
mv
っ
て
心

I
級
裁
判
川

ト
レ
ス
子
ス

こ
℃
も
話
ぷ
」
ふ
れ
る
「

L
Pし
、
悪
刊
行
必
の
い
す
れ
の
得
成
主
ん
い
P

一せ
J

、
打
人
約
当
事
有
一
ー
よ
め
る
V
A
け
は
本
件
保
剖
契
約
二
一
ふ
っ
て
利
息
制
限
法
也
応
、
り
品
利
主

将
る
に
一
J

さ
子
、
木
判
決
が
間
宮

F
る
二
じ
J

の
利
主
」
を
何
一
L

い
る
休
は
A
ゲ
九
〆
ノ
品
性
で
あ
る
、
と
い
「
ズ
レ
中
暴
刊
行
お
の
待
問

的
要
件
ー
の
中
で
受
汁
乙
け
れ
つ
れ
る
引
が
問
忠
と
な
る
）
一
一
G
V
1
Y
J
T
円
の
代
衣
取
約
授
の
地
？
に
あ
る
こ
；
は

V
ょ
が
了
村
心
事
品
川
り
が
川

的
利
益
を
乏
げ
↑
に
い
る
3
の
と
し
て
一
本
日

υ
い
け
て
司
、
4

の
以
副
主
じ
日

b
h？
に
さ
れ
v
k
l
＼
怖
い
｝
、

p

h－4
〈
ル
パ
イ
よ
け
リ
マ
二
j

〉く
t
q句，
A
門
川
圭

J
三

1

し

t

J

l

i

t

fゅ
三る
＂寸c/f' c'' 

~； i:1 
1箆 4

ii干2
~ 

~」
スドr'i
~ "'" 

，，存
作；~保「ι

"' dえんふ
中j :, 
" ' γ J  
J£ ') 
苅l 目、
行 ι守二
世レノ

i三千f
H, 1f 
w弓手

" m 仕認
ホ＂ d、
ム心 」

す 5
ふ需

，－元＂＇
l:i: 1J 
起為
〉イ l乃

{; Lえ
さを

どま百
戸」
占ー
の凶

るる
ん
f(,] 

118 

得
ア
ω 

詩
人
口
前
仇
は
、

百
円
一
パ
二
交
引
山

υ
E
同
一
叩
＼
川
に
掌
げ
ら
れ
d

p

〕
～
人
中
品
川
r
品一比

へ
ん
仙
ハ
）
h
h
h
）

に
は
触
れ
ず
、
権
刊
m
t
M
川
（
条
羽
｝

を
直
叶
叶
し
た

が
て
の
刈
片
品
い
組
み
は
、
前
札
止
灯
、

τり
わ
け
優
越
的
地
依
の
利
凶
に
一
ふ
る
危
険
転
出
内
川
一
心
構
広
ー
一
町
持
刊
行
為
を
相
し
M
K
F
f
y
v

ヘ
ヱ
ベ
本
件

山内比一
J
資
務
の
履
行
請
求
の
世
利
の
広
間
は
伝
一
社
民
約
締
結
吋
ケ
一
存
ず
し
た
宇
治
に
よ
勺
て
す
で
に
い
ん
従
づ
け
通
一
J

れ
て

v
ゐ
の
で
巳
大
川
門
口
パ
社
境
務

の
FL汀
請
し
ポ
ヨ
に
つ
い
て
は
、

X
九
ペ
ー
い
っ
と
の
時
k
n
J
寺
川
求
が
な
さ
れ
に

f
f
t
L、ん
T

品
分
に
コ
き
vi
か
つ
の
4
t
J
刊
誌

X
対
け
｝
、
2

〕
の
同
日
体
v
で
は
、

H
一りい川本八人
J

訟
め
つ
れ
る
が
、
当
日
収
一
J
荏肉体後
4
4一
下
仕
務
と
と
J

し
に
訣
持
さ
れ
た
川
崎
廿
、
該
三
人
た
る
い
h
r
A帯
主
に
対
三
、
Y
カ
つ
り
権
利
市
山

日
比
い
す
ノ
が
認
め
フ
れ
る
か
ー
さ
っ
か
は
、
相
対
的
に
判
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
〈
な
る
だ
っ
う
f

現
f

什
で
は
暖
市
川
刊
な
区
別
心
巴
要
性
ひ
な
い
と
宝
、
れ
令
が
、
伝
統
的
通
ぷ
円
よ
る
と
、
枠
刊
の
前
月
は
、
り
r

初
梓
的
ょ
問
併
に
お

い
れ
人
約
か
ン
発
仕

v

一～山

げ
Q
H
惟
利
ノ
ペ
使
に
つ
い
て
活
用
さ
れ
、
契
約
当
事
者
向
日
ば
ヤ
柑
川
が
出
町
。
れ
匂
へ
一
き
で
ヴ
Q
L
Jさ
れ
：
ん
一

椛
心
安
め
日
中
昔
問
、
の
h
J

使
門
下
博
利
の
品
店
と
U

認
め
～
一
れ
一
判
例
は
政
〕
い
「
木
同
氏
」
川
川
ね
に

h
五
依
存
，
の
ほ
戸
J

前
点
戸
山
雄
〉
G

J

～同一恥

一l
小

1
町
引
間
人
rl一
月

い八了山中
f

ニ
れ
八
守
二
阜
、
は
、
松
山
以
一
乱
打
人
約
の
終
結
古
り
午
仏
刀
打
初
段
、
恒
品
川
ゆ
h
A
V
料
、
山
川
状
忠
八
J

t

J

出
し
て
司
、
が
提
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合
）
こ
J

た
ね
保
物
門
川
l
t
却
さ
れ
～
伐
に
、
会
融
持
M
d

」
し
て
そ
の
宇
治
人
々

7i却
し
得
る
X
日
正
土
口
京
一
台
マ
ト
＼
保
百
人
三
の
早
川
を
汀
診
せ
が
す

行

c~ 

析
1~ 

てれ

f干
イす

包；

νに

汁
十五
イ告
7! 
ザ
有N

て半

" 
lマ, 
井三

手元

'.llJ 

I，ι 

持
刊
の
J日干
閉
じ
あ

f

I

〕h
l
J

、
れ
は
、
山
村
ハ
品
目
立
契
約

プ 汁：，；：ハ品目、川で；：＂：る 1昨 fγ打、代主ス持1l:: lJ J－る 1長~＇If!i子炉、":t：：，，求、口；？？

精
叫
品
川
後
一
り
主
付
務
者
。
資
刀
悪
化
等
の
場
人
口
に
恨
保
副
2

へ
に
解
約
桂
川
町
J
μ

め
つ
れ
る

、
制
約
権
行
何
日
出
隠
と
な
る
悼
唯
汗
の
通

忠
義
務
刀
採
泣
き
れ
～
郊
叶
に
日
コ
、
保
一
訓
告
…
梢
（
川
夜
行
品
求
人
士
γ

川口七

γ
～
も
の
で
み
口
、
先
述

一
一
一
）
し
た
伝
結
前
な
恨
一
保
剖
人
り
責
任
杭
政

心
状
判
明
け
の
流
れ
に
仕
立
つ
け
ー
つ
れ
る
「

関

イ
判
ぃ
以
の
射
程

木
村
い
氏
で
は
、
仕
上
へ
戸
性
ノ
町
会
社
が
同

吸
収
し
、
か
「
、

4
守口、ドムヘ戸性のゼ
ruM
や
資
金
繰
り
の
判
断
を
し
て
下
宍
日
が
っ
、
経
常
Tr

の
双

E
の
始
く
日
い
渋
E
ノ
十
、
社
日
代
表
取
締
役
1
1める

の
グ
ル
ァ
公
社
二
M

め川、

一

p

l
〉

A
T
J
K
L

ク
バ

J
P
J
r
↑？
μ
L
Y

－－戸
－
件
バ
阿
川
一
日
川
口
下
手
H
H
U
J
V
一利ム慨を

相
小
工
山
町
人
民
l
て
涼
日
〆
片
M
Jバ
仰
の
騎
行
を
お
求
す
る
こ
f

一ぷ、

μ
いいられ（

p
r
ぺ
を
一
将
官
i
の
担
丈
心
転
校
く
あ
る
〈
し
て
、
桂
引
の
濫
川
市
と
ち
る
と

判
出
し
た
ι
子
心
～
思
味
で
民
、
は
は
ト
引
金
融
持
品
出
向
生
J

り
；
ぷ
ノ
ピ
4
L
一
一
ど
矧
げ
し
た
l
l
l

休
で
J

ヲ
三
六
ロ
こ
ド
判
♂
の
射
m
h
は
及
は
な
い

ゴ
九
一
、
本

汗
ば
州
出
引
川
一
持
り
［
札
れ
請
求
心
持
百
て
池
山
＋
ん
山
が
い
っ
王
手
も
が
ほ
守
口
し
に
し
に
平
案
に
一
閃
す
る
も
心
さ
あ
る
が
、
な
判
決
心
前
日
川
一
か
ら
は
、
川
信
一
位
川

務
心
｝
明
行
五
円
、
山
川
り
し
叩
斤
J

で
山
一
一
の
主
沢
ぺ
川
μ

存
什
二
、
い
な
ぐ
て
も
、
人
＋
判
決
心
計
梓
ぼ
及
ぶ
♂
」
μ

＋
勺
え
ら
れ
る｛〆J
市
民
一
、
L
十
よ
き

ミ
ろ
で
、
半
判
決
！
〕
河
平
河
川

一
い
お
い
て
、
長
、
J

判
ヤ
成
二
二
信

U
川

o
i
F
h
u

ヘトト
u
ハ
U
寸、

tr

告
に
託
一
一
U
続
出
丙
請
求
平
件
、

川
以
「
一
三
は
、
円
卓
三
仁
川
川
内
｝
〆
一
い
－
1
y
が
出
さ
れ
ι

七
三
ノ
判
例
｝
は
、

J
汁
己
日
1

d

〈

A
ク山

J

い～〕円
1
4

、
ミ
ク
ル
；
ブ
件
対
中
日
一
経

T
顧
問
伊
、
約
生
J

の
与
通
契
約
九
午
前
J
苧
〕
二
、
ι
J
O
汁

叫
1

成
六
伊
河
川
一
月
へ
U
一
九
日
ド
ゥ
、
発
行
済
λ
味
民
総

日一
X
川
ー
か
コ
の
借
入
忙
務
を
け
f

江
川
一
代
表
取
締
役
で
あ
る
，
Y
が
定
市
伝
礼
L
、
料
計
引
え
い
「
！
日
経
設
や
泣
付
利
半
也
J

数
一
株
取
宵
令
官
有
川
叫
一

？
？
庁
に
椋
約
一
、
規
似

1
Q事
案
に
一
d

v

て、

五
刊
の
Y
に
対
ち
7
9
似
副
仏
間
務
の
履
行
請
求
吉
本
判
決
L

刊
誌
の
判
断
桂
犯
人
に
f

っ
て
権
利
の

市
町
と
刊
附
ぷ
ん
も
心
で
あ
る
〈

可
判
決
心
半
主
力
相
ι
出
l
y
h祉
位
指
の
股
汗
前
北
の
枠
利
濫
州
性
を
刊
断
一
パ
F

勺
mu
の
与
一
一
主
主
と
心
間
在
刊
を

松
討
す
る
と
、

4
判
決
心
材
一
位
が
よ
リ
明
柱
げ
は
令
と
川
正
わ
れ
る
〈

＂°）〆

而
刊
行
仏
心
事
t

示
日
早
ハ
弘
る
刀
は
次
の
片
J
で
あ
ん
川
C

払
引
に
、
木
刊
以
の
ミ
は
UM訓
い
史
的
特
油
市
川
川
に
科
年

一川叶工山山

d

こ
つ
こ
レ
」
、
lv
、げ」
γ
d
、ノヤ｝
L
川J

ド
：
：

7

l

v

l

t

t

？
lJ

ザー、、

vz
ば
、
車
内
f
校
工
業
役
約
一
回
牛
古
川
L
て
O
円
心
代
表
取
一
γ役
に
瓜
打
し
て
い
る
f
め
什
寸
前
も
ぷ
ノ
＼
法
な
く
、
ー
で
れ
ぐ
む
の
宗
務
詰
れ

1！メ人民半、 Gi (6 21J!: lZ示7〔2りlキ 1



判例＇＇JI究

ぷ
棋
は
い
旧
け
る
川
性
的
抗
士
連
じ
t
業
務
L
J只
会
辻
の
遺
伝
資
金
作
一
円
い
川
た
め
の
vム
貝
ハ
ウ
情
造
vd
；
へ
ち
に
正
解
、
よ
い
エ
ョ
主
ム
、
、
は
代
去
取
締
伶
枕

人
株
ア
一
な
J

t

J

た
一
一
耗
に
、
況
判
決
に
お
い
に

T
什
i
m
u

資
金
は
V

の
代

汗
の
際
に
t

聞
の
さ

ι取
締
伐
か
つ
り
仕
の
抹
r
u
v
M
7
乏
け
て

支
取
締
役
杭
仔
川
に
す
に
は
吋
い
羽
中
戸
き
詰
る
兄
山
一
人
一
に
あ
っ
た
の
に
刈
〕
て
、

け
刊
は
，
y
u
代
表
収
岐
川
村
山
抗
任
後
に
位
指
超
過
に
軒

f

G

ヰ
一
花
油
、
む
さ
〆
？
と
コ
か
、
そ
三
川
l
八
の
品
珂
は
、
前
仔
呂
日

T
腕
て
長
仏

u
v
t
工
ー
登
録
え
タ
ッ
ソ
を

1勺
ぽ
川
内
J

航
行
、
h
J

れ
ず
、

日
阻
害
川
、
何
〈
1
J

立
川
日
応
r

ぜ
ん
一
れ
ば
／
＼
L

怯つ

F
J
一
し
に
あ
っ
一

V4刊
は
は
、
木
引
け
川
正
佳
棋
の
隠
心
つ
請
求
ル
怜
利

ω市
川
に
引
「
一
る
と
は
い
、
」
な
い
℃
オ
れ
の
誠
半
情
を
ず
J

虐
f
A
W
K
一
知
証
依
存
の
戸
泊
予
l

Y
2
R引
さ
そ
る
の
は
む
義
則
に
四
円
し
て
引
当
で
な
い
μ

し
て
、

分
の
一
三
制
限
し
た
が
。
八
取
高
裁
止
。
次
の
よ
一
つ
に
出
三
、
一
市
政
来

1
4
1
L
一三

1
4
1
I
7
 

五
社
の
ず
戸
一
1

2

ざ
る
引
証
的
務
の
履
行
詰
ボ
は
、

。
祉
が
阪
に
市
川
半
ず
F
H止
し
て
い
る
状
況
の

τ
に
お
い
て

e
Aゲ
H
Y
に
認
す
JL一一キァ

ー
ァ
ラ
ク
合
引
が
け
仕
の
半
世
一

γ川
劫
か
ら
皆
同
い
主
携
を
北
｝
川
丸
紅
L
？
の
芹
枝
川
岩
約
、
悲
っ
き
昔
川
町
中
川
手
苦
心
名
い
い
一
伴
字
、
一
、
収
人
か
同
十
て
い
る

方
P

わ
ず

Jrの
期
間
同
引
い
の
代
式
市
巾
諦
役
こ
府
汗
L
h
i
」
は
ー
い
え
、
日
持
続
三
チ
＼

。
社
の
者
会
特
り
に
つ
き
、
は
と
ん
に
裁
世
心
人
示
治
｛
υ
な
か
っ
ず

Y
P
L

、
り
が
い
の
雫
宅
前
計
二
人
ぷ
る
弟
三
υ

日nn一
を
ぷ
吟
る
も
の
こ
わ
古
る
や
一
持
ず
、

い
え
十

7
リ
？
？
、

7
イ
サ
y「

1
1ょで
1
4
J
J条
牛
、

〉
k
i
d
h
j
t
士

一

d
J
A
i
b
nよ
A
L
L
P
J
i

λ
位
向

xμ
いが、

宝
刀
親
族
ま
と
も
九
い
き
出
ん
亡
、
そ
の
議
牲
の
へ
L
L
O引

L
j
v
Fる
貸
付
人
慌
を
川
以
L
、
そ
の
刊
ぷ
ル
一
峰
山
す
〈
J

姿
勢
を
一
小
し
に
い

る
こ
な
と
予
も
号
鹿
J
J
’Q
v

、
格
刊
の
校
用
に
パ
～

h
訂
さ
れ
な
い
L
の
三
、
つ
へ
き
で
あ
る
υ
Y
が
O
什
ー
の
口
円
守
こ
し
て
？
ど
れ
一
日
廿
7
1
4
さ
ね

を
け
叶
う
よ
ろ
に
な
っ
て
カ
ス

O
什
の
売
り
l
げ
が
成
以
下
に
こ
f

」
に
つ
い
て
は
三
の
力
量
に
ぶ
imと
が
あ
ゴ
よ
じ
こ
に
も
原
同
が
あ
る
J

T

J

れ
令
一
、
〆
一
b

、
v
J口、

山
辻
の
よ
う
な
来
務
苛
／
［
、
三
議
乙
十
字
句
公
社
ば
、
借
入
日
則
一
同
弓
軒
み
人
れ
て
責
主
均
り
か
一
す
令
必
明
、
う
あ
る
こ
？
y
p
了；

γ

こ
川
下
方
三
一
！
1111

丹、

；
去
を

l
i
7

白川川の什い一
t
ム
取
怜
伐
に
抗
任

vhγ
一－
t、b
1
y

、
H
h
評
判
M
H
N

山定、可
F
G仙
U

U
乍
1
4
L式
一
定
工
、
J
u
、

り
判
v
h
は
た
J
A
U
f
れ
な

い
F

八
三
山
、
竹
内
信
J

トベ川河川判
d
h
o
t削
f
弘
主
言
ム
「
U

が
あ
る
ー

、l
J
1
7

北川l
いいい
w

｛
参
考
判
例
｝
か
」
川
dfν
：
性
引
川
r
A
V
L
」
、
戸
述
心
情

の
K
1

よ
旬
、
ー
や
判
伊
、
の

h

J
一
－
保
江
人
保
一
R
D射
拝
ば
、
保
汁
人
の
と
山
町
験

hkM訟
の
多
ほ
に
か
わ
わ
ら
ず
及
ぶ
L

寺
子
つ
れ
令
じ
十
怯
ー
ザ
者
ム
一
引
の
代
友
取
。
泊
役
兼
松
十

ヘ
い
わ
ゆ
る
ふ

l
F
l社
長
一
に
も
止
が
そ
～
〉
で

ゅの

Q
d「
υ

。
打
力
発

η
済
J
伏
式
総
数
や
斉
木
示
が
小
さ
い
こ
L
A」
寺
店
ト
一
F
9
1

一
Lc
！
？
lし
ム
ミ

一〆

A
j
E
I
J

段
に
本
判
決
心
射
拝
戸
川
品
ぷ
h
に
つ
い
7

は
さ
つ
な
る
検
討
が
必
耐
久
で
あ
る
い
ド
述

cm二
の
白
、
一
J

灯
、
代
衣
収
利
役
拭
打
時
に
は
什
ム
丁
、
打
性
の
拡
h
J
H
咋
、
出
が
「
で
い
悪
化
し
二
い
七
、
／
｝
号

,er, Y、dどj) oC (G ＂＇之j三駒山υ1'. 3、



事
情
山
品
、
た
J

m

r

に
代
去
戸
以
v州
J
J

は
た
る
地

r
r
zづ
く
年
一
万
白
人
松
川
的
結
一
吋
ど
の
ふ
陀
心
深
託
百
絡
ん
1

混
行
詩
点
に
一
三
に
伯
ム
余
汁
れ
将
い
円
上
力

説
え
な
保
証
人
に
k
b
w
L
－F
F
7
4
す
る
資
格
お
阪
の

E
V伸一をう
mfi
心
せ
る
も
の
で
告
ん
℃
日
向
者
考
紅
悦
｝
て
は
代
奈
川
締
伶
此
作
伐
に
日
計
一
パ

リ
小
中
川
れ
こ
ん
事
ム
一
で
も
碓
利
〈
川
〆
忍
川
出
口
氏
宅
さ
れ
一
工
い
な
い
の
で
あ
り
、
本
判
決
の
ぶ
こ
ん
保
山
人
以
護
心
剣
山
刊
日
代
l
h
取
市
役
抗
げ
防
に
併

プ 汁：，；cハ品目、川で；：＂：る 1昨 fγ打、代主ス持1l:: lJ J－る 1長~－1f!i子炉、":t：：，，求、口；？？

三込
r

、九

t

、

ー
会
社
一
り
経
営
状
裂
が
ま
μ
？
一
悪
化
ピ
、
、
ド
な
V

喝
ム
に
ち
ょ
火
よ
と
号
、
ぇ
ト
J

れハ
V
P

グ
ル
ア
件
辻
の
附
会
社
P

つ
の
収
益
存
保
ペ
J

木
刊
の
よ
ろ
に
持
取
的
で
な
い
場
合
同
い
、
本
判
決
行
」
び
門
参
考
判
例
｝
に
走
れ

～
ぽ
副
官
ヘ
限
立
問

ω射
程
ペ
ノ
及
ぶ
h
J
は
、
さ
つ
d
る
検
討
が
必
ま
で
あ
る
－
本
判
ム
党
中
、

j
h
所前山山川、

y
J
土
引
h
y
人
親
会
社
あ
る
い
な
見
伯
公
社
等

よ）の
1

〕

hJ
令
こ
げ

＼
の
利
益
政
均
ワ
ー
あ
る
よ
よ
な
ι詩
人
亦
日
～
、
光
一
社
債
務
の
毘
行
詰
求
の
形
亡
へ
什
r内
丸
打
ιfr

問
わ
れ
る
こ
／
つ
J

フ
チ
ノ
十
日
惜
の
ド
ボ
取
約
廷
を
州
立
一
仇
し
た

現
乙
八
什
が
ノ
γへ
戸
祉
の
自
ら
い
凶
斗
J

に
し
り
し
て
裁
量
中
石
し
、
保
迂
人
た
る
す
ノ
十
、
社
日
代
表
取
締
役
の
裁
量

A
r／
し
い
場
ム
、
あ
る
し
は
、
さ
つ
山
進
ん
で
了
会
什
の
代
表
沢
利
役
止
め
7

匂
一
む
い
ほ
心
裁
孟
が
あ
る
訪
〈
「
三
一
王
I

e

こ
れ
J
Y
H
v
d
ず
る
こ
土
ど
な

（

弓

｝

ム

K
4
1
地
及
下
支
え
判
1
7
J
U

一

日

τf仕草
υ

A

U

）
八
判
ム
ヘ
i
一
μム
J

↓
↓
月
二
尺
晶
玉
さ
↓
サ
七
六
九
ι

一H
F
E
型
的
吉
川
い
解
判
二
敢
刊
附
和
問
八
斗
二
万
円
ハ
ム
刊
一
有
八
せ

一
向
（
（
計
一
一
A
υ
祭
J

一
一
石
川
市
川
）
、
よ
民
地
判
沼

F
↓j
一
い
忽
七
日

j
u
l民
た
ハ
岳
ア
l

H

H

ハじ
J

ヘ
一
只
一
汗
正
問
な
い
I

条
桜
山
荷
山
刷

用
）
、
ー
κkaH川山
h

「M
布
五
／
午
一
日
ハ
J

口
引
夕
刊
一
山
六
月
今

J

い
「
、
日
一
叫
ん
川
ん
）
込
J

5
）
供
保
副
心
地
合
同
九
、
会
引
怯
お
一
γ
、主
H
h
N
仇に開山
J

J

一
～
代
友
収
利
役
心
在
任
中
に
な
え
れ
に
貸
付
が
帆
保
討
の
l

h

任
能
川
門
戸
ヘ
ー
ま
れ
る
刊

ど
Fっ
か
、
す
ん
ぱ
わ
ち
、
代
衣
以
桁
伐
rh
じ
江
口
の
弘
主
人
心
責
任
早
呪
が
問
題
乙
ど
っ
た
公
r
k
h
古
川
河
例
は
殆
ー
な
い
が
、
以
M
V
一可判
J
U
M
P
六

年
六
月
二
六

H
主
訣

R
N
U匹
、
古
は
、
関
係

E
U品
開
久
詰
を
受
汁
て
就
吋
し
に
「
J

；
十
位
長
で
は
な
ム
、
若
ず
河
川
吋
に
つ
h

て
、
深

訓
一
九
川
山
の
J
f
測
吋
能
川
川
の
ん
J

古
や
会
社
の
む
台
古
刊
さ
れ
て
ん
平
古
川
一
な
円
二
い
か
白
っ
て
い
に
こ
／
U
4
J
E
者
同
叫
し
て
I
H
任
制
限
ヰ
ヴ
定
L
に

一
一
れ
に
斗
し
て
、
代
表
取
的
従
来
任
後
一
J
貸
れ
が
保
日
記
盟
に
ち
ま
れ
ハ
V

A

ご
J
A

千
万
れ
る
ヂ
バ
判
択
は
多
数
工
存
ず
る
（
以
小
迫
判
ヤ
戎
一
位

》
月
日
ハ
ウ
は
一
一
一
）
ハ
へ
乙
二
八
九
JT
一
代
忘
れ
爪
効
支
が
公
判
川
崎
F
梢
歩
包
川
ω悼
公
日

11ノヱ叫ん
U

に
在
戸
巾
に
μ
ハ
い
に
一
二
わ
け
務
会
一
埠
ニ
止
す

る
こ
二
に
、
い
て
は
、
宅
本
的

U
A一
副
ヘ
円
い
つ
の
昇
、
議
も
F
L
い
か
こ
り
ょ
っ
な
深
詞
へ
に
片
し
て
責
任
い
い
一
位
が
守
、
、
れ
る
さ
ノ
勾
ー
ヰ
位
、
引

ろ門戸ヤ

＂°）〆

一L
十
月
二

ι
H会
1

U
A小J
判

六

い

で

一J
六
六
円

Zτ
し
百
、
バ
ャ
川
い
亡
リ
判
二
氏

－urr
円
、

η

1！メ人民半、 Gi (6 2:Jc;: lZ同〔2りlキ 1



判例＇＇JI究

ド
ー
ご
L

川
崎
ヘ
ロ
に
は
、
判
決
に
三
つ
ず
に
解
決
さ
れ
る
の
一
一
つ
7
か
J

な
お
、
主
貸
務
苦
公
辻

d
m締
伐
と
あ
乙
二
一
－
も
保
証
範
Z

Z

J

の
7

デ
市

川
刊
誌
伊
豆
打
在
士
某
が
や
っ
け
、
れ
号
制
限
JT
育
会
。
る
方
向
土
的
〈
工
、
収
社
行
昭
和
五
ヘ
刊
一
月
八

H
判
夕
刊
九
八
号
ハ
目
白
等
t

d

）
～
九
日
的
取
締
役
一
官
示
高
判
昭
和
六
円
〉
年
。
月

4
7
4
法
一
主
ー
ヶ
一
川
玄
）
、
何
口
問
町
民
在
伎
ヘ
東
京
地
刊
l

成
二
A
J
七
月

一
一
日
刈
叫
一
八
六
長
ノ
二
一
民
－

ρ
い
ず
れ
も
一
名
円
治
伶
円
け
で
あ
る
こ
一
カ
ら
当
吠
に
口
日
告
白
小
市
か
れ
る
の
と
は
な
い
、
）

は
注
白
川
川
J
Q
山五ょの一
A
V

な
た
、
最
近
（
り
子
誌
に
お
い
て
涼
一
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